
(57)【要約】

【課題】電動送風機から外部へ微細な塵埃が排出される

のを防ぐことができる電気掃除機を提供する。

【解決手段】延長管５は、サクションホースへ向かう塵

埃２０を正に帯電させる材料で構成された第１部材７と

、サクションホースへ向かう塵埃２０を負に帯電させる

材料で構成された第２部材８とを有する。これにより、

塵埃２０の一部が第１部材７との摩擦によって正に帯電

する一方、塵埃２０の他の一部が延長管の第２部材８と

の摩擦によって負に帯電する結果、質量が比較的軽い微

細な塵埃２０同士が結合して、質量が比較的重い塵埃２

０が生成される。この質量が比較的重い塵埃はサイクロ

ン集塵室で空気から確実に分離できるので、サイクロン

集塵室の分離率を高めることができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 込 口 体 と 、
　 上 記 吸 込 口 体 に 一 端 が 連 な る 延 長 管 と 、
　 上 記 延 長 管 の 他 端 に 一 端 が 連 な る サ ク シ ョ ン ホ ー ス と 、
　 上 記 サ ク シ ョ ン ホ ー ス の 他 端 に 連 な る 掃 除 機 本 体 と
を 備 え 、
　 上 記 掃 除 機 本 体 は 、
　 遠 心 力 に よ っ て 空 気 か ら 塵 埃 を 分 離 す る サ イ ク ロ ン 集 塵 室 と 、
　 上 記 吸 込 口 体 、 延 長 管 お よ び サ ク シ ョ ン ホ ー ス を 介 し て 塵 埃 を 上 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 に
吸 引 す る 電 動 送 風 機 と
を 有 し 、
　 上 記 延 長 管 は 、
　 上 記 サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ 向 か う 塵 埃 を 正 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 １ 部 材 と 、
　 上 記 サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ 向 か う 塵 埃 を 負 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 ２ 部 材 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、
　 上 記 第 １ ， 第 ２ 部 材 の そ れ ぞ れ は 断 面 略 円 弧 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、
　 上 記 延 長 管 内 に は 、
　 上 記 第 １ 部 材 が 設 け ら れ た 第 １ 吸 気 通 路 と 、
　 上 記 第 ２ 部 材 が 設 け ら れ た 第 ２ 吸 気 通 路 と 、
　 上 記 第 １ 吸 気 通 路 と 上 記 第 ２ 吸 気 通 路 と を 仕 切 る 隔 壁 と
が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、
　 上 記 第 １ 吸 気 通 路 の 流 路 断 面 積 は 上 記 第 ２ 吸 気 通 路 の 流 路 断 面 積 と 略 等 し い こ と を 特 徴
と す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、
　 上 記 延 長 管 と 上 記 サ ク シ ョ ン ホ ー ス と の 間 に は 、 塵 埃 が 衝 突 す る 攪 拌 羽 根 が 設 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、
　 上 記 吸 込 口 体 に は 回 転 ブ ラ シ が 回 転 自 在 に 設 け ら れ て い て 、
　 上 記 回 転 ブ ラ シ は 、
　 上 記 延 長 管 へ 向 か う 塵 埃 を 正 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 ３ 部 材 と 、
　 上 記 延 長 管 へ 向 か う 塵 埃 を 負 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 ４ 部 材 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、
　 上 記 第 ３ 部 材 お よ び 上 記 第 ４ 部 材 は 上 記 回 転 ブ ラ シ の 回 転 軸 方 向 に 並 ん で い る こ と を 特
徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、
　 上 記 吸 込 体 と 上 記 延 長 管 と の 間 に は 、 塵 埃 が 衝 突 す る 攪 拌 羽 根 が 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 一 般 家 庭 等 で 使 用 さ れ る 電 気 掃 除 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 気 掃 除 と し て は 、 特 表 ２ ０ ０ ４ － ５ ２ ９ ６ ８ ２ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る も の が
あ る 。 こ の 電 気 掃 除 機 は 、 上 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト と 、 こ の 上 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト か ら
排 出 さ れ た 空 気 が 流 入 す る 下 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 上 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト お よ び 下 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト は 、 内 部 で 空 気 を 高 速 旋 回
さ せ て 、 上 記 空 気 中 の 塵 埃 に 遠 心 力 を 作 用 さ せ て 、 上 記 空 気 か ら 塵 埃 を 分 離 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 構 成 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト か ら 排 出 さ れ た 空 気 を 下 流 サ
イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト に 流 入 さ せ る こ と に よ っ て 、 上 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト で 分 離 で き な か っ
た 塵 埃 を 下 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト で 分 離 し 、 塵 埃 の 分 離 率 を 高 め よ う と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 電 気 掃 除 機 で は 、 上 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト に よ る 圧 力 損 失 が
生 じ る た め 、 下 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト に 流 入 す る 空 気 の 風 圧 は 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の 結 果 、 上 記 下 流 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト は 、 質 量 が 軽 い 微 細 な 塵 埃 に 十 分 な 遠 心 力 を 作
用 さ せ る こ と で き ず 、 空 気 か ら 微 細 な 塵 埃 を 分 離 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 上 記 従 来 の 電 気 掃 除 機 に は 、 微 細 な 塵 埃 を 含 む 空 気 が 外 部 に 排 出 さ れ て し
ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ４ － ５ ２ ９ ６ ８ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 電 動 送 風 機 か ら 外 部 へ 微 細 な 塵 埃 が 排 出 さ れ る の を 防 ぐ こ と
が で き る 電 気 掃 除 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 電 気 掃 除 機 は 、
　 吸 込 口 体 と 、
　 上 記 吸 込 口 体 に 一 端 が 連 な る 延 長 管 と 、
　 上 記 延 長 管 の 他 端 に 一 端 が 連 な る サ ク シ ョ ン ホ ー ス と 、
　 上 記 サ ク シ ョ ン ホ ー ス の 他 端 に 連 な る 掃 除 機 本 体 と
を 備 え 、
　 上 記 掃 除 機 本 体 は 、
　 遠 心 力 に よ っ て 空 気 か ら 塵 埃 を 分 離 す る サ イ ク ロ ン 集 塵 室 と 、
　 上 記 吸 込 口 体 、 延 長 管 お よ び サ ク シ ョ ン ホ ー ス を 介 し て 塵 埃 を 上 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 に
吸 引 す る 電 動 送 風 機 と
を 有 し 、
　 上 記 延 長 管 は 、
　 上 記 サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ 向 か う 塵 埃 を 正 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 １ 部 材 と 、
　 上 記 サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ 向 か う 塵 埃 を 負 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 ２ 部 材 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 吸 込 口 体 に 吸 い 込 ま れ た 塵 埃 は 延 長 管 を 通 過 し て
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サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ 向 か う 。 こ の 時 、 上 記 塵 埃 の 一 部 が 延 長 管 の 第 １ 部 材 と の 摩 擦 に よ っ
て 正 に 帯 電 す る 一 方 、 塵 埃 の 他 の 一 部 が 延 長 管 の 第 ２ 部 材 と の 摩 擦 に よ っ て 負 に 帯 電 す る
。 こ れ に よ り 、 質 量 が 比 較 的 軽 い 微 細 な 塵 埃 同 士 が 結 合 し て 、 質 量 が 比 較 的 重 い 塵 埃 が 生
成 さ れ る 。 つ ま り 、 上 記 塵 埃 の 凝 集 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 上 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 に 入 る 微 細 な 塵 埃 の 量 が 減 る の で 、 サ イ ク ロ ン 集 塵
室 の 分 離 率 が 高 ま り 、 電 動 送 風 機 か ら 外 部 へ 微 細 な 塵 埃 が 排 出 さ れ る の を 防 ぐ こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 で は 、
　 上 記 第 １ ， 第 ２ 部 材 の そ れ ぞ れ は 断 面 略 円 弧 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 第 １ ， 第 ２ 部 材 の そ れ ぞ れ は 断 面 略 円 弧 状 で
あ る の で 、 延 長 管 内 の 塵 埃 を 第 １ ， 第 ２ 部 材 で サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ ス ム ー ズ に 案 内 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 で は 、
　 上 記 延 長 管 内 に は 、
　 上 記 第 １ 部 材 が 設 け ら れ た 第 １ 吸 気 通 路 と 、
　 上 記 第 ２ 部 材 が 設 け ら れ た 第 ２ 吸 気 通 路 と 、
　 上 記 第 １ 吸 気 通 路 と 上 記 第 ２ 吸 気 通 路 と を 仕 切 る 隔 壁 と
が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 延 長 管 内 に は 、 第 １ 部 材 が 設 け ら れ た 第 １ 吸
気 通 路 と 、 第 ２ 部 材 が 設 け ら れ た 第 ２ 吸 気 通 路 と 、 第 １ 吸 気 通 路 と 第 ２ 吸 気 通 路 と を 仕 切
る 隔 壁 と が 存 在 す る の で 、 第 １ 部 材 に よ っ て 正 に 帯 電 し た 塵 埃 を 高 効 率 で 生 成 す る こ と が
で き る と 共 に 、 第 ２ 部 材 に よ っ て 負 に 帯 電 し た 塵 埃 を 高 効 率 で 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 で は 、
　 上 記 第 １ 吸 気 通 路 の 流 路 断 面 積 は 上 記 第 ２ 吸 気 通 路 の 流 路 断 面 積 と 略 等 し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 第 １ 吸 気 通 路 の 流 路 断 面 積 は 第 ２ 吸 気 通 路 の
流 路 断 面 積 と 略 等 し い か ら 、 正 に 帯 電 す る 塵 埃 の 量 と 、 負 に 帯 電 す る 塵 埃 の 量 と を 略 等 し
く し て 、 塵 埃 の 凝 集 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 で は 、
　 上 記 延 長 管 と 上 記 サ ク シ ョ ン ホ ー ス と の 間 に は 、 塵 埃 が 衝 突 す る 攪 拌 羽 根 が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 延 長 管 と サ ク シ ョ ン ホ ー ス と の 間 に は 塵 埃 が
衝 突 す る 攪 拌 羽 根 が 設 け ら れ て い る の で 、 延 長 管 で 正 負 に 帯 電 し た 塵 埃 が 攪 拌 羽 根 に 衝 突
し て 攪 拌 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 上 記 微 細 な 塵 埃 同 士 が 結 合 す る 確 率 が 高 く な り 、 塵 埃 の 凝 集 効 果 を 高 め る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 で は 、
　 上 記 吸 込 口 体 に は 回 転 ブ ラ シ が 回 転 自 在 に 設 け ら れ て い て 、
　 上 記 回 転 ブ ラ シ は 、
　 上 記 延 長 管 へ 向 か う 塵 埃 を 正 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 ３ 部 材 と 、
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　 上 記 延 長 管 へ 向 か う 塵 埃 を 負 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 ４ 部 材 と
を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 回 転 ブ ラ シ は 、 延 長 管 へ 向 か う 塵 埃 を 正 に 帯
電 さ せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 ３ 部 材 と 、 延 長 管 へ 向 か う 塵 埃 を 負 に 帯 電 さ せ る 材 料 で 構 成
さ れ た 第 ４ 部 材 と を 有 す る か ら 、 回 転 ブ ラ シ が 塵 埃 を 掻 き あ げ る と き 、 塵 埃 の 一 部 が 正 に
帯 電 す る と 共 に 、 塵 埃 の 他 の 一 部 が 負 に 帯 電 し て 、 吸 込 口 体 に よ っ て も 凝 集 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し た が っ て 、 上 記 吸 込 口 体 お よ び 延 長 管 の そ れ ぞ れ に お い て 塵 埃 の 凝 集 効 果 が 得 ら れ る
の で 、 塵 埃 の 凝 集 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 で は 、
　 上 記 第 ３ 部 材 お よ び 上 記 第 ４ 部 材 は 上 記 回 転 ブ ラ シ の 回 転 軸 方 向 に 並 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 第 ３ 部 材 お よ び 第 ４ 部 材 は 回 転 ブ ラ シ の 回 転
軸 方 向 に 並 ん で い る か ら 、 第 ３ 部 材 に よ っ て 正 に 帯 電 し た 塵 埃 を 高 効 率 で 生 成 す る こ と が
で き る と 共 に 、 第 ４ 部 材 に よ っ て 負 に 帯 電 し た 塵 埃 を 高 効 率 で 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 で は 、
　 上 記 吸 込 体 と 上 記 延 長 管 と の 間 に は 、 塵 埃 が 衝 突 す る 攪 拌 羽 根 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 吸 込 口 体 と 延 長 管 と の 間 に は 塵 埃 が 衝 突 す る
攪 拌 羽 根 が 設 け ら れ て い る の で 、 吸 込 口 体 で 正 負 に 帯 電 し た 塵 埃 の 粒 子 が 攪 拌 羽 根 に 衝 突
し て 拡 散 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し た が っ て 、 上 記 微 細 な 塵 埃 同 士 が 結 合 す る 確 率 が 高 く な り 、 塵 埃 の 凝 集 効 果 を 高 め る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 延 長 管 が 、 サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ 向 か う 塵 埃 を 正 に 帯 電 さ
せ る 材 料 で 構 成 さ れ た 第 １ 部 材 と 、 サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ 向 か う 塵 埃 を 負 に 帯 電 さ せ る 材 料
で 構 成 さ れ た 第 ２ 部 材 と を 有 す る こ と に よ っ て 、 延 長 管 を 通 過 す る 塵 埃 の 一 部 が 第 １ 部 材
と の 摩 擦 に よ っ て 正 に 帯 電 す る 一 方 、 塵 埃 の 他 の 一 部 が 第 ２ 部 材 と の 摩 擦 に よ っ て 負 に 帯
電 す る の で 、 質 量 が 比 較 的 軽 い 微 細 な 塵 埃 同 士 が 結 合 し て 、 質 量 が 比 較 的 重 い 塵 埃 が 生 成
さ れ る 。 つ ま り 、 上 記 塵 埃 の 凝 集 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し た が っ て 、 上 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 に 入 る 微 細 な 塵 埃 の 量 が 減 る の で 、 サ イ ク ロ ン 集 塵
室 の 分 離 率 が 高 ま り 、 電 動 送 風 機 か ら 外 部 へ 微 細 な 塵 埃 が 排 出 さ れ る の を 防 ぐ こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 電 気 掃 除 機 を 図 示 の 実 施 の 形 態 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 を 側 方 か ら 見 た 概 略 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 電 気 掃 除 機 は 、 吸 込 口 体 ４ と 、 こ の 吸 込 口 体 ４ に 一 端 が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ た 延 長
管 ５ と 、 延 長 管 ５ の 他 端 に 一 端 が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ た 手 元 管 ２ １ と 、 こ の 手 元 管 ２ １ の
他 端 に 一 端 が 接 続 さ れ た サ ク シ ョ ン ホ ー ス ６ と 、 こ の サ ク シ ョ ン ホ ー ス ６ の 他 端 に 着 脱 自
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在 に 接 続 さ れ た 掃 除 機 本 体 １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 掃 除 機 本 体 １ に は 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ３ が １ つ 着 脱 自 在 に 設 置 さ れ て い る 。 上 記 サ
イ ク ロ ン 集 塵 室 ３ は 掃 除 機 本 体 １ に 搭 載 さ れ て い る と き 、 上 流 側 の 部 分 を 介 し て サ ク シ ョ
ン ホ ー ス ６ に 連 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 掃 除 機 本 体 １ 内 に は 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ３ の 下 流 側 の 部 分 に 連 通 す る 電 動 送
風 機 ２ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の 電 動 送 風 機 ２ の 駆 動 に よ り 、 塵 埃 ２ ０ を 含 む 空 気 が 、 吸 込
口 体 ４ 、 延 長 管 ５ お よ び サ ク シ ョ ン ホ ー ス ６ を 順 次 通 過 し た 後 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ３ 内 に
流 入 す る 。 そ し て 、 上 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ３ 内 に 流 入 し た 空 気 は 高 速 旋 回 し て 、 そ の 空 気
か ら 塵 埃 ２ ０ が 遠 心 分 離 さ れ る 。 ま た 、 上 記 塵 埃 ２ ０ が 分 離 さ れ た 空 気 は 掃 除 機 本 体 １ 外
に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に 、 上 記 塵 埃 ２ ０ が 流 れ る 方 向 に 略 垂 直 な 面 で 延 長 管 ５ を 切 っ た 概 略 断 面 図 を 示 す
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 延 長 管 ５ は 、 例 え ば ナ イ ロ ン 等 で 構 成 さ れ た 断 面 略 半 円 弧 状 の 第 １ 部 材 ７ と 、 例 え
ば テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 等 で 構 成 さ れ た 断 面 略 半 円 弧 状 の 第 ２ 部 材 ８ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 第 １ 部 材 ７ は サ ク シ ョ ン ホ ー ス ６ へ 向 か う 塵 埃 ２ ０ を 正 に 帯 電 さ せ る 一 方 、 第 ２ 部
材 ８ は サ ク シ ョ ン ホ ー ス ６ へ 向 か う 塵 埃 ２ ０ を 負 に 帯 電 さ せ る 。 そ し て 、 上 記 第 １ 部 材 ７
の 一 端 部 は 、 パ ッ キ ン ９ Ａ を 介 し て 第 ２ 部 材 ８ の 一 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第
１ 部 材 ７ の 他 端 部 は パ ッ キ ン ９ Ｂ を 介 し て 第 ２ 部 材 ８ の 他 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 構 成 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 吸 込 口 体 ４ に 吸 い 込 ま れ た 塵 埃 ２ ０ が 延 長 管 ５ を
通 過 す る 時 、 塵 埃 ２ ０ の 一 部 が 延 長 管 ５ の 第 １ 部 材 ７ と の 摩 擦 に よ っ て 正 に 帯 電 す る 一 方
、 塵 埃 ２ ０ の 他 の 一 部 が 延 長 管 ５ の 第 ２ 部 材 ８ と の 摩 擦 に よ っ て 負 に 帯 電 す る 。 こ れ に よ
り 、 質 量 が 比 較 的 軽 い 微 細 な 塵 埃 ２ ０ 同 士 が 結 合 し て 、 質 量 が 比 較 的 重 い 塵 埃 が 生 成 さ れ
る 。 つ ま り 、 上 記 塵 埃 ２ ０ の 凝 集 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 し た が っ て 、 上 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ３ に 入 る 微 細 な 塵 埃 の 量 が 減 る の で 、 サ イ ク ロ ン 集
塵 室 ３ の 分 離 率 が 高 ま り 、 電 動 送 風 機 ２ か ら 外 部 へ 微 細 な 塵 埃 ２ ０ が 排 出 さ れ る の を 防 ぐ
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ３ は １ つ で あ る か ら 、 特 表 ２ ０ ０ ４ － ５ ２ ９ ６ ８ ２ 号 公 報
の 従 来 例 よ り も 、 圧 力 損 失 を 少 な く す る こ と で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ ， 第 ２ 部 材 ７ ， ８ の そ れ ぞ れ は 断 面 略 円 弧 状 で あ る の で 、 延 長 管 ５ 内 の
塵 埃 ２ ０ を 第 １ ， 第 ２ 部 材 ７ ， ８ で サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ ス ム ー ズ ６ に 案 内 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ３ に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 延 長 管 ２ ０ ５ の 概 略 断 面 図 を 示 す 。 な お
、 図 ３ の 概 略 断 面 図 は 、 塵 埃 ２ ０ が 流 れ る 方 向 に 略 平 行 な 面 で 延 長 管 ２ ０ ５ を 切 っ た 概 略
断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 第 ２ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、 延 長 管 ２ ０ ５ 以 外 の 構 成 は 上 記 第 １ 実 施 形 態
と 同 様 で あ る か ら 、 そ の 構 成 に 関 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 延 長 管 ２ ０ ５ 内 に は 、 第 １ 吸 気 通 路 １ ０ と 、 こ の 第 １ 吸 気 通 路 １ ０ に 沿 っ て 延 び る
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第 ２ 吸 気 通 路 １ １ と が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 １ 吸 気 通 路 １ ０ の 内 壁 に は 、 サ ク シ ョ ン ホ
ー ス へ 向 う 塵 埃 ２ ０ を 正 に 帯 電 さ せ る 材 料 （ 例 え ば ナ イ ロ ン 等 ） が 塗 布 さ れ て い る 。 一 方
、 上 記 第 ２ 吸 気 通 路 １ １ の 内 壁 に は 、 サ ク シ ョ ン ホ ー ス へ 向 う 塵 埃 ２ ０ を 負 に 帯 電 さ せ る
材 料 （ 例 え ば テ フ ロ ン 等 ） が 塗 布 さ れ て い る 。 上 記 第 １ 吸 気 通 路 １ ０ の 流 路 断 面 積 は 第 ２
吸 気 通 路 １ １ の 流 路 断 面 積 と 略 等 し く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 上 記 延 長 管 ２ ０ ５ 内 に は 、 延 長 管 ２ ０ ５ 内 の 空 間 を 略 二 等 分 す る よ う に 隔 壁 １ ２
が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 隔 壁 １ ２ が 第 １ 吸 気 通 路 １ ０ と 第 ２ 吸 気 通 路 １ １ と を 仕 切 っ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 構 成 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 上 記 塵 埃 ２ ０ が 延 長 管 ２ ０ ５ を 通 過 す る 時 、 塵 埃 ２ ０
の 一 部 が 第 １ 吸 気 通 路 １ ０ の 内 壁 と の 摩 擦 に よ っ て 正 に 帯 電 す る 一 方 、 塵 埃 ２ ０ の 他 の 一
部 が 第 ２ 吸 気 通 路 １ １ の 内 壁 と の 摩 擦 に よ っ て 負 に 帯 電 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 し た が っ て 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 に 比 べ て 、 塵 埃 ２ ０ が 摩 擦 す る 面 が 大 き い の で 、 正 負 に
帯 電 し た 塵 埃 ２ ０ を 高 効 率 で 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 吸 気 通 路 １ ０ の 流 路 断 面 積 は 第 ２ 吸 気 通 路 １ １ の 流 路 断 面 積 と 略 等 し く
な っ て い る か ら 、 正 に 帯 電 し た 塵 埃 ２ ０ の 量 と 、 負 に 帯 電 し た 塵 埃 ２ ０ の 量 と を 略 等 し く
し て 、 塵 埃 ２ ０ の 凝 集 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 図 ４ に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 要 部 を 側 方 か ら 見 た 概 略 断 面 図 を 示 す 。
ま た 、 図 ４ に お い て 、 図 １ に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 の 構 成 部 と 同 一 構 成 部 は 、 図 １ に お け る
構 成 部 と 同 一 参 照 番 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 第 ３ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、 手 元 管 ３ ２ １ 以 外 の 構 成 は 上 記 第 １ 実 施 形 態
と 同 様 で あ る か ら 、 そ の 構 成 に 関 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 手 元 管 ３ ２ １ の 延 長 管 ５ 側 の 端 部 に は 、 塵 埃 ２ ０ が 衝 突 す る 攪 拌 羽 根 １ ４ が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ５ に 、 上 記 攪 拌 羽 根 １ ４ の 概 略 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 攪 拌 羽 根 １ ４ は 図 ５ 中 の 矢 印 方 向 に 空 気 を 案 内 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 矢
印 方 向 に 案 内 さ れ た 空 気 は 、 攪 拌 羽 根 １ ４ の 中 央 部 の 貫 通 穴 を 通 っ て サ ク シ ョ ン ホ ー ス ６
へ 向 か う 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 構 成 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 延 長 管 ５ を 通 過 す る こ と に よ り 正 負 に 帯 電 し た 塵 埃 ２
０ が サ ク シ ョ ン ホ ー ス ６ に 入 る 前 に 、 攪 拌 羽 根 １ ４ に 衝 突 し て 攪 拌 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 し た が っ て 、 上 記 延 長 管 ５ を 通 過 し た 微 細 な 塵 埃 ２ ０ 同 士 が 結 合 す る 確 率 が 高 く な り 、
塵 埃 ２ ０ の 凝 集 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ の 結 果 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 よ り も 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 分 離 率 が 高 く な る 効 果 が 得 ら
れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 図 ６ に 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 吸 込 口 体 ４ ０ ４ を 上 方 か ら 見 た 概 略 断 面
図 を 示 す 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 第 ４ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、 吸 込 口 体 ４ ０ ４ 以 外 の 構 成 は 上 記 第 １ 実 施 形
態 と 同 様 で あ る か ら 、 そ の 構 成 に 関 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 吸 込 口 体 ４ ０ ４ に は 円 柱 状 の 回 転 ブ ラ シ １ ５ が 回 転 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て
、 上 記 回 転 ブ ラ シ １ ５ の 外 周 面 に は 、 塵 埃 を 掻 き 上 げ る ブ ラ シ 体 １ ６ が 取 り 付 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 記 ブ ラ シ 体 １ ６ は 、 例 え ば ナ イ ロ ン 等 で 構 成 さ れ た 第 ３ 部 材 １ ７ と 、 例 え ば テ フ ロ ン
等 で 構 成 さ れ た 第 ４ 部 材 １ ８ と か ら な っ て い る 。 上 記 第 ３ 部 材 １ ７ は 、 延 長 管 へ 送 る 塵 埃
を 正 に 帯 電 さ せ る 。 一 方 、 上 記 第 ４ 部 材 １ ８ は 、 延 長 管 へ 送 る 塵 埃 を 負 に 帯 電 さ せ る 。 そ
し て 、 上 記 第 ３ 部 材 １ ７ お よ び 第 ４ 部 材 １ ８ は 、 回 転 ブ ラ シ １ ５ の 長 手 方 向 つ ま り 回 転 軸
方 向 に 並 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 構 成 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 回 転 ブ ラ シ １ ５ が 塵 埃 を 掻 き あ げ る と き 、 塵 埃 の 一 部
が 正 に 帯 電 す る と 共 に 、 塵 埃 の 他 の 一 部 が 負 に 帯 電 し て 、 吸 込 口 体 ４ ０ ４ に よ っ て も 凝 集
効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 し た が っ て 、 上 記 吸 込 口 体 ４ ０ ４ お よ び 延 長 管 の そ れ ぞ れ に お い て 塵 埃 の 凝 集 効 果 が 得
ら れ る の で 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 よ り も 、 塵 埃 の 凝 集 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 上 記 第 ３ 部 材 １ ７ お よ び 第 ４ 部 材 １ ８ は 回 転 ブ ラ シ １ ５ の 回 転 軸 方 向 に 並 ん で い
る か ら 、 第 ３ 部 材 １ ７ に よ っ て 正 に 帯 電 し た 塵 埃 を 高 効 率 で 生 成 す る こ と が で き る と 共 に
、 第 ４ 部 材 １ ８ に よ っ て 負 に 帯 電 し た 塵 埃 を 高 効 率 で 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ 第 ５ 実 施 形 態 ）
　 図 ７ に 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 要 部 を 側 方 か ら 見 た 概 略 断 面 図 を 示 す 。
ま た 、 図 ７ に お い て 、 図 １ ， 図 ６ に 示 し た 第 １ ， 第 ４ 実 施 形 態 の 構 成 部 と 同 一 構 成 部 は 、
図 １ ， 図 ６ に お け る 構 成 部 と 同 一 参 照 番 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 第 ５ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 に お い て 、 攪 拌 羽 根 １ ９ 以 外 の 構 成 は 上 記 第 １ ， 第 ４ 実
施 形 態 と 同 様 で あ る か ら 、 そ の 構 成 に 関 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 記 攪 拌 羽 根 １ ９ は 吸 込 口 体 ４ ０ ４ と 延 長 管 ５ と の 間 に 設 け ら れ て お り 、 吸 込 口 体 ４ ０
４ を 通 過 し た 塵 埃 が 攪 拌 羽 根 １ ９ に 衝 突 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 攪 拌 羽 根 １ ９ は 上 記
第 ３ 実 施 形 態 の 攪 拌 羽 根 １ ４ と 同 様 の 形 状 を 有 し て 、 攪 拌 羽 根 １ ４ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏
す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 構 成 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 吸 込 口 体 ４ ０ ４ を 通 過 す る こ と に よ り 正 負 に 帯 電 し た
塵 埃 が 延 長 管 ５ に 入 る 前 に 、 攪 拌 羽 根 １ ９ に 衝 突 し て 攪 拌 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 し た が っ て 、 上 記 吸 込 口 体 ４ ０ ４ を 通 過 し た 微 細 な 塵 埃 同 士 が 結 合 す る 確 率 が 高 く な り
、 塵 埃 の 凝 集 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 そ の 結 果 、 上 記 第 １ ， 第 ４ 実 施 形 態 よ り も 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 分 離 率 が 高 く な る 効 果
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 第 １ ～ 第 ５ 実 施 形 態 で は 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 １ は １ つ で あ っ た が 、 特 表 ２ ０ ０ ４ －
５ ２ ９ ６ ８ ２ 号 公 報 の 従 来 例 の よ う に 、 上 流 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 と 、 こ の 上 流 サ イ ク ロ ン 集
塵 室 で 塵 埃 が 除 去 さ れ た 空 気 が 流 入 す る 下 流 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 と を 設 け て も よ い 。 こ の 場
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合 で も 、 延 長 管 ５ 等 の 塵 埃 の 凝 集 効 果 に よ っ て 、 上 記 従 来 例 よ り も 排 気 を 清 浄 に す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ ～ 第 ５ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 上 記 第 １ ～ 第 ５ 実 施 形 態 の み
に 本 発 明 が 限 定 さ れ る わ け で は な く 、 第 １ ～ 第 ５ 実 施 形 態 を 適 宜 組 み 合 わ せ た も の を 本 発
明 の 一 実 施 の 形 態 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 概 略 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 延 長 管 の 概 略 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 延 長 管 の 概 略 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 要 部 の 概 略 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 上 記 第 ３ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 攪 拌 羽 根 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 吸 込 口 体 の 概 略 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の 電 気 掃 除 機 の 要 部 の 概 略 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
１ 　 掃 除 機 本 体
２ 　 電 動 送 風 機
３ 　 サ イ ク ロ ン 集 塵 室
４ ， ４ ０ ４ 　 吸 込 口 体
５ ， ２ ０ ５ 　 延 長 管
６ 　 サ ク シ ョ ン ホ ー ス
７ 　 第 １ 部 材
８ 　 第 ２ 部 材
１ ０ 　 第 １ 吸 気 通 路
１ １ 　 第 ２ 吸 気 通 路
１ ２ 　 隔 壁
１ ４ ， １ ９ 　 攪 拌 羽 根
１ ５ 　 回 転 ブ ラ シ
１ ６ 　 ブ ラ シ 体
１ ７ 　 第 ３ 部 材
１ ８ 　 第 ４ 部 材
２ ０ 　 塵 埃
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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